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就職氷河期世代活躍支援
プラットフォーム会議を開催

５月24日、ハローワーク宮崎
（宮崎新卒応援ハローワーク）で

は、宮崎市と共催のもと、令和６

年３月高校卒業予定者の採用・選

考に係る求人申込説明会を宮崎市

民文化ホールで開催しました（ほ

かの地域では、５月19日にハロー
ワーク都城主催により都城市ウエ

ルネス交流プラザで開催、５月23
日にハローワーク延岡主催でZoo

mを用いた説明会をオンラインに

より開催しました）。

当説明会は、６月１日からの高

卒求人受理開始に向けて、県内企

県内の就職氷河期世代（概ね35
～55歳）の支援に官民が協働で取
り組むことなどを目的とする第７

回みやざき就職氷河期世代活躍支

援プラットフォーム会議を約2年

半ぶりに対面で開催しました。宮

崎労働局、宮崎県、経済団体等が

参加し、就職氷河期世代の方々へ

の各種支援の取組や実績報告を行

いました。

令和2年から令和4年までの3年

間を「第１ステージ」とし、令和

5年から令和6年の2年間を発展的

な「第２ステージ」と位置づけ、

これまでの取組や実績を踏まえ、

令和５年 ７ 月 １ 日（土）
～ ７ 日（金）

事業主に新規学校卒業者の採用ルールを説明

業担当者へ求人の申込方

法、公正採用選考・男女

雇用機会均等の徹底等に

ついて説明し、併せて県

内企業担当者と高等学校

担当者との意見交換を実

施するもので、今年度３

会場での参加企業は473社、
参加高校は56校でした。
また、適正な採用選考

るルールについて説明し、不適切

な内定取消等を行うことがないよ

う理解を求めました。

前年度の就職内定者に占める県

内企業への就職内定者の割合は、

令和５年３月末時点で65.2％と過
去２番目の水準となっており、今

後も関係機関との連携を図り、県

内企業の魅力発信に取り組んでま

いります。

年次有給休暇を上手に
活用し働き方・休み方を
見直しましょう

等の実現に向けて、高校生の推薦・

採用選考開始時期等、応募に関す

不安定な就業状態にある方、長期

にわたり無業状態にある方、社会

参加に向けた支援を必要とする方

等に必要な支援が届くよう、構成

機関がより一層連携・協力するこ

とを確認しました。

説明者は伊藤職業安定部長

企業と学校担当者との交流会の様子



年間330人の求職者に技能習得の支援実績
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職業訓練を活用しよう！

大学生が労働法を学ぶ

高校生向け合同会社説明会（県南
地区）が開催されました

５月23日から３回に分けて、宮
崎国際大学で194人に向けて労働
法講話を行いました。労働法の講

義というより、就職活動や就職し

て実際に働くときに知っておいて

ほしいことや、学生アルバイトで

起こりそうなトラブル事例を挙げ

ながら説明をしました。

トラブルはない方がいいですが、

労働法を知ることで役立つことが

あればいいなと願いながら講義を

終えました。

去る6月１日、坂根局長、伊藤

安定部長は、県内で最大の職業訓

練実施施設である独立行政法人高

齢・障害・求職者雇用支援機構宮

崎支部宮崎職業能力開発センター

ふるさとの企業を知ろう！

宮崎国際大学で講話 ６月８日ハローワーク日南は、

県南工業開発地域推進協議会（会

長：日南市長）の一員として、高

校２・３年生を対象とした「合同

会社説明会」を開催しました。

徒が参加しました。参加した高校

生からは「地元の企業の話を聞け

る機会がなかなかないので、貴重

な経験になりました」との声が聞

かれました。また、企業からも

「合同会社説明会」

は、日南市と宮崎労

働局との雇用対策協

定に基づき開催して

おり、企業が対面に

より高校生に対し自

社の魅力を伝えるこ

とで、高校生が地場

産業や企業について

学び、地元で働くこ

との素晴らしさを感

じる機会とすること

を目的としたもので

す。

会場となった南郷

ハートフルセンター

に日南市・串間市に

就業場所がある企業37社と日南
市・串間市の５校から169名の生

「外部に会社の存在を

知ってもらえる機会が

これまでなかった。地

元の若い人達に知って

もらえる貴重な機会で

あり、ありがたいと感

じています」との感想

をいただきました。

高校生にとっては、

直接企業の担当者から

話が聞ける貴重な機会

として、また、企業に

とっては自社を知って

もらい魅力をアピール

する機会となりました。

今後も、関係機関と

連携を図り、地元企業

の魅力発信に取り組んでまいりま

す。

↑ 会場の様子 ↓

（ポリテクセンター宮崎）の施設

見学を行いました。ポリテクセン

ターでは、溶接技術や製造に関す

る機械操作、電気設備や住宅リ

フォーム、ビルメンテナンス等の

主に物づくりに関する専門技能の

習得を中心に年間約330人の求職
者に対して技能習得の支援を行い、

充実した就職支援により、高い就

職率を達成しています。

各訓練科目の見学においては、

金属加工技術科において、ＡＲ溶

接（拡張現実＝現実空間の中に映

像化されたものが反映され、溶接

の疑似体験が可能となる技術）に

ついての実演や、ＣＡＤ・ＮＣ加

工科での３ＤＣＡＤの説明等を受

けました。また、意見交換では、

ＤＸ人材の育成に対応する科目の

整備や受講申込者の高齢化等があ

げられ、現状での課題の共有が図

られました。

講義をする
松山就職支援ナビゲーター


